
解答例【適性検査Ⅱ】

１

（１） [ 求め方 ]
（解答例）

２０×４０×１５＝１２０００

( １２０００ )cm
（２） [ 求め方 ]

（解答例）
１６００÷１０＝１６０
１２０００÷１６０＝７５
７５秒＝１分１５秒 ( １ )分( １５ )秒

（３） （解 答）

横 ２０ｃｍ
（解答例）

２

（１） [ 組み合わせ ]
（解答例）

50円 80円 120円 180円 200円 ４＋３＋２＋１＝１０
50円 ○ ○ ○ ○
80円 ○ ○ ○

120円 ○ ○
180円 ○
200円

（ １０ ）通り
（２） [ 求め方 ]

（解答例）
８０－５０＝３０
１２０÷３０＝４
７１０－８０×４＝３９０
３９０÷（５０＋８０）＝３
３＋４＝７

50円切手( ３ )まい，80円切手( ７ )まい

3



３

（１） [ ３種類のこん虫に共通している，「卵を産む場所」と「幼虫が食べるもの」の関係 ]

（解答例）

こん虫が卵を産む場所は，幼虫の食べるものがある所である。

（２） （解 答）

Ａ（ 幼虫 ） Ｂ（ さなぎ ） Ｃ （ 成虫 ） Ｄ（ 卵 ）

[ カブトムシとアキアカネの「育ち方」のちがい ]

（解答例）

カブトムシは，幼虫からさなぎの時期を経て成虫となるが，アキアカネにはさ

なぎの時期がない。

（３） （解答例）

図３から，成虫になるのは100個のうち ２ 個だということと，卵が成虫に

なるまでに 幼虫 の時期に生き残る数が大きく減っていることがわかります。

この時期に生き残る数が大きく減る理由として，次の２つのことが考えられます。

他の生き物に食べられること。

気候が原因で死ぬこと。

また，卵が成虫になるまでに生き残る数が大きく減っていますが，モンシロチョウが

絶めつしていない理由として，次のことが考えられます。

モンシロチョウがたくさんの卵を産むこと。

４

（１） （解答例）

ふりこのおもりをはなすタイミングやストップウオッチをおすタイミング，ふれ

はばの目盛りを見るときなどのわずかなちがいによって実験結果にばらつきがでる

ので，同じ実験を繰り返して平均を求めることによって，誤差が少なくなり，ふり

こが１往復する時間をより正確に求めることができる。

（２） （解 答）

（３） （解答例）

表１から，ふりこが１往復する時間と関係がある条件は「ふりこの長さ」であ

り，「ふりこの長さ」が短くなるとふりこが１往復する時間が短くなることがわか

る。だから，図１の，長さが短いウのブランコに乗ると，アやイのブランコに乗る

ときよりも１往復する時間が短くなる。


